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非ステロイド剤AIMAXの経口投与と  
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1．目  的   

さきに、非ステロイド剤AI・済AXの紗■1投与による豚の栄愕調単に関する試験の結果につい  

て、第1報として鶉告したとおり、これ把より腰の発情を調整して繁帝をはかることが実用的で  

あると認められたが、最近、AIMAXの繹口投与後ホルモン剤を併用した試験成績が、諸外国  

で発表されているので、その効見を検討するため、前部のとおりのグループ研究として更地した，  

2．材料ならびに方法  

h）供試薬瓢投与還、投与方法  

経口投与の薬剤ほAIIY宣AXで、その投与盈と授与方法は、ともに前回のとおりで、経口投   

与終了後のホルモン剤は、P†ゝ乍S、HCGを使用した。  

（2）併 読 腺  

供託豚は東経産豚5責員で、品符、生年月軋体重は第1表のとおりである。   

弟1菜  供 試 塚  

ノ広   品棉   生年月日   産 歴   休 演   

W   45．12 d   兼経産   170kg   

2   〝   〝   〝   17D 〟   

5  lY ‖   4 5．5．2 7   ′   150 ノ，   

（5）試 験 方 法   

ALMAXの経口投与終了後におけるホルモン剤の併用の方法として、筋2表の喫領により   

5区分に分け、それぞれの果の皮下注射を寒地した。  

一59－・   



第2葬  実機貸「点  

5．試験の結果   

上記の方法把より実施した試験成績は、第5費のとぉりで、グループ研究の成績を前記5区分   

にまとめると祈4衷、第5表および弱る薫のとおりである。   

第5表 当場の試験成蘭  

“  供 試 原  投薬前の発情状況  
許容  

ノ拓  品種  体憲  覆歴   
短  

閑離日  
計数  」＋∴  開始月日  齢朋†㌘膏   

Ⅵr 17U．  未   45】221   45】224   5、r】   ▲・卜L   

臣44．1．．8  44．1川   5．口   十廿   44．1．25   44・2・1一  

l2  〝  †70i〟  。4．…  44．1．占  芦44・1・1］頑                    芸」   
44．1】占  2．5   」ヰナ   

！化1．29   

ホルモン剤注射  
投薬預状況  

ノ慮   ・PMS   ⅡCG   発  情   確  付   

44．1．1△  44・・   
44．1．2〔）   

1．00D   
44．1．21   

75〔   
2   44．2．2  44．2，ム  5〔】り   84．2．7   44．2．．8   

44．2．巧  44．2．12   
44．2，15   

5  1．000  500  ＋                ＋             44．2，1d   ‖ ＋l ．J   
第4表グループ研究成績 ■Ⅰ  

よ  
供試豚  AI他職告   P・Ms  発情の強き  

AIMAX投与柊 了後建許容までの  

注射   

L．兼   10g  叩日  l；甜  5d㌍   
十巨▼   一里＋   

5日   ＋   

2   Y．∫   ■   ノ7   〟   〟   勺十   」車・   占   十   

－4jl－   



5   L．未   ‖〕g  20日   1ロ00   500  d日   

4   L．・〝  20   〝   十十   ートト   5   

5   L．／／   〝   〝   〟   〝   十卜   ・十ト   d   

ム   W．〝   15   15   〝   〝   1＋卜   十l・ト   ・5   

7   L．1   〝   〟   〝   －トH－   一ト⊥   5   

8   Y．4   ■   〟   〝   ′   ＋トト   ＋ト   5   

9   1V．5   ■   〝   〝   ′   ♯ト   －＋トト   4  

10   W．1   〝   〝   〝   〝   ▲・トトト   十」－   占   ＋   

5   ＋   

＋   皿  W．d  〝  〝  〝  〝  十ト・  ＋H－      12  L．5  〝  20  〝  〟   ＋ト÷ ‖  ＋H－  5  手］  

祭5泰 グループ研究成績 Ⅱ  

供試應 Al噸与   PMS  発情の強さ   AIh‡AX投与碑 了後備許容まての  

注射   

15   L．未   10g  10日   750   580   ⊥H－   」＋ト   d日   ＋   

1A   L．〝   〝   20   ヰJ－   4   ＋   

15   L．占   15   15  十＋－   」＋ト   5   

1る   L．1   〝   〝   ＋l－ト   占  

17   L．1   20   〝   〝   〝  ・－   4   ＋   

18   L．9  ！15   20   5   ＋   

〝  〝  L＝                  〝  

－ト  

凍る表 グループ研究成績 Ⅱ  

〝  l  

完「‾  仁竺  ニ‾「  5          5  十  

すなわち、謂4襲のとおりAI・dAXを投与後PMSl．008単位、f！CG500単位を注  

射した例では、発情の強引ま授与前と投与後ではほとんど差がなく、AI勅AX投与準了後雄  

許容までの日数では、4日－d日で、AIMAX単独の場合よりはやや早く、しかも7日以後  

のものは見られなかゥ転，  

－・dl－   



また．受胎成漂の結果ほ、12告鋸110プ訃受胎で．受㌍∴はっ5．5裏であった〔  

次に、駕5前のとおり．A；こイAXキ投与謹ア後P⊥・イS75〔」埴．諾CG500坤・位をたモ射   

した例でも、発情の強言，雄打撃立ての日数、受£で成fユの義朗主に差が琴かりた。  

なお、第ム賽のP両S、HCG各5〔二○ニき拉の試；て負ては、刺激が少なく結果を云々するにほ   

今後の追試が必肇と思われる。  

以上の成符の結果から、Ai叫AXの誓njノミJ■訳こPMS、誓CGモこ主射する宗法（三、有効と   

思われるが、今後更に例数を加えて転討の二丁・；宝である。   

4．要  約   

蕨の発情調饗を臼的として非ステロイド？（iCi35828 A－iMAX）の径口投与後、   

PMS、柑CGの注射併用は、Ail、乍A：こ単独慣用のj詣合よりも効果的で、とくに授与終了後4  

日～引］に銑中的に発情があらわれ枯   

なれPMS、只CGの注射貴については、今回の成増■ピほ差が認められ化かったが、今後更   

に例数を加えて検討丁る予定である。   


